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	地域生活総合支援センター「おんど」では、寝具カバー、タオルケット、毛布のリース契約について、契約見込価額（310,600円）が100,000円を超えているにもかかわらず、比較見積書を徴取していなかった。

また、２件の求人広告の契約について、同一事業者と同一日に、別々に締結しているが、これらの契約の合計額は100,000円を超えており、比較見積を省略できないにもかかわらず、比較見積書を徴取していなかった。

契約内容（掲載媒体等）
金額（円）
決裁日
雑誌４冊　an（FP）１／８枠
（４冊）
ＷＥＢ４週間　WEB anレギュラー／anエリアサイト／salida　Ｃタイプ
85,000
平成27年

１月27日
雑誌２冊　salida（FP）１／８枠
20,000
同上
計
105,000

	
契約事務関連のルール等について周知徹底を図り、適正な事務処理を行われたい。



	平成27年４月１日付けで、経理規程施行要領を制定し、契約事務関連のルールについて周知を行った。今後も関係規程等に基づき、適正な事務処理に努める。


監査（検査）実施年月日（委員：－年 －月 －日、事務局：平成27年12月１日から同月３日まで）
【大阪府財務規則】


（見積書の徴取）


第62条　契約担当者は、随意契約によろうとするときは、なるべく２人以上の者から見積書（当該見積書に記載すべき事項を記録した電磁的記録を含む。以下この条において同じ。）を徴さなければならない。ただし、契約の目的及び性質により見積書を徴する必要がないと認めて知事が別に定めるものについては、この限りでない。





【大阪府財務規則の運用　第62条関係】


３  前項に掲げるもののほか、取引の実例価格を考慮して、価額が適正と認められる１件の代金が10万円以下のものの購入、修理等に係るものについては、電話、ファックス、電子メール及びウェブページ等により価額の見積りを取り、その状況を記録しておくことにより見積書の徴取に代えることができる。
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【経理規程】（抜粋）


第67条　（省略）


４　随意契約によろうとするときは２社以上の者から見積書を徴さなければならない。ただし、次の各号に該当するときは比較見積を省略することができる。


(2)　価格が適正と認められる１件10万円以下のもの









